
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
人
が
、

一
日
も
早
く
日
常
生
活
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
、
今
後
も
国
や
県
の
要

請
に
基
づ
き
、
迅
速
か
つ
適
切
な

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
は
、
今
年
11
月
１
日

に
誕
生
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
を
契
機
と
し
て
、
瀬
戸
内
市
自

治
基
本
条
例
に
掲
げ
て
い
る
、
市

民
が
瀬
戸
内
市
に
誇
り
を
持
ち
、

伝
統
行
事
や
文
化
の
継
承
な
ど
を

通
じ
て
郷
土
愛
を
醸
成
し
、
活
力

あ
る
瀬
戸
内
市
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
11
月
１
日

を
「
瀬
戸
内
市
民
の
日
」
と
し
て

制
定
し
ま
す
。

　
制
定
を
記
念
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
「
瀬
戸
内

市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業
」
を
４

月
以
降
、
年
度
を
通
じ
て
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　
今
年
度
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

　
１
月
１
日
午
後
４
時
10
分
、
石

川
県
能
登
半
島
北
部
を
震
源
と
し

て
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は
、

最
大
震
度
７
を
観
測
し
、
津
波
や

家
屋
の
倒
壊
に
よ
り
、
多
く
の
犠

牲
者
が
出
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り

し
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
被
災
地
支

援
と
し
て
、
１
月
５
日
、
建
物
被

害
が
多
か
っ
た
石
川
県
加
賀
市
か

ら
の
要
請
を
受
け
、
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
や
飲
料
水
な
ど
の
物
資
を
送
り

届
け
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
23
日

か
ら
は
、
岡
山
県
と
県
内
市
町
村

の
職
員
に
よ
る
被
災
地
支
援
チ
ー

ム
「
チ
ー
ム
お
か
や
ま
」
の
一
員

と
し
て
富
山
県
氷
見
市
に
職
員
を

２
人
ず
つ
一
週
間
単
位
で
派
遣
し

2広報 せとうち No.233

     A
dm
inistrative  Report

   
行行  
政政  

報報  

告告

令
和
令
和
66
年年
22
月
市
議
会
定
例
会
が

月
市
議
会
定
例
会
が
22
月月
2020
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

市  

長  

か  

ら

国
家
構
想
交
付
金
を
活
用
し
整
備

を
進
め
て
き
た
、
書
か
な
い
窓
口

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
３
月
か
ら
開

始
し
ま
す
。

　

書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
で

は
、
転
入
、
転
居
な
ど
の
際
に
、

窓
口
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る

こ
と
で
手
書
き
に
よ
る
負
担
が
軽

減
さ
れ
、
手
続
き
が
簡
単
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
同
交
付
金
を
活
用
し
整
備

を
進
め
て
き
た
、
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ

デ
ー
タ
活
用
事
業
も
３
月
か
ら
公

開
を
開
始
し
ま
す
。
令
和
５
年
８

月
に
撮
影
し
た
最
新
の
航
空
写
真

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
市
内
の
地
形

図
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
情

報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
い
つ

で
も
誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供
に

努
め
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
周

知
を
図
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
交
付
金

　
市
内
の
学
校
園
で
は
、
各
中
学

校
生
徒
会
が
自
発
的
に
能
登
半
島

　
市
民
一
人
一
人
が
性
別
、年
齢
、

障
が
い
の
有
無
、
国
籍
な
ど
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
様
性
を

認
め
合
い
誰
も
が
活
躍
で
き
る
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
を
目
指
し
、

庁
内
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
職
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、全
庁
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

職
員
向
け
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

社
会
の
実
現
に
向
け
た
表
現
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し

て
、
職
員
一
人
一
人
が
多
様
な
受

け
手
を
意
識
し
、
誰
も
が
共
感
で

き
る
表
現
に
よ
る
情
報
発
信
を
心

が
け
、
業
務
の
見
直
し
や
施
策
展

開
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
来
年
度
は
、
職
場
、
家
庭
、
地

域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
、

幅
広
く
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
条
例
（
仮
称
）
の
制

定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

な
ど
、
全
て
の
市
民
が
多
様
性
を

認
め
合
い
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

な
が
ら
活
躍
で
き
る
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
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少
子
化
対
策

教 

育 

長 

か 

ら

　
中
央
公
民
館
で
は
、
令
和
６
年

度
か
ら
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
ロ

ビ
ー
な
ど
の
段
差
解
消
に
よ
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
は
じ
め
、
避
難

所
と
し
て
使
用
す
る
部
屋
へ
の
電

源
供
給
の
た
め
の
非
常
用
発
電
設

備
の
設
置
、
避
難
階
段
の
改
修
や

防
災
倉
庫
の
設
置
な
ど
避
難
所
と

し
て
の
機
能
強
化
を
実
施
し
ま
す
。

  

中
央
公
民
館
（
邑
久
）
の
改
修

  

学
校
給
食
費

　
令
和
５
年
中
の
火
災
件
数
は
16

件
で
、
前
年
よ
り
５
件
増
加
し
て

い
ま
す
。
内
訳
は
、
建
物
火
災
10

件
、
林
野
火
災
２
件
、
車
両
火
災

１
件
、
そ
の
他
の
火
災
３
件
で
、

２
名
が
負
傷
し
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
、
家
庭
で
で
き
る
防
火

対
策
や
住
宅
火
災
警
報
器
の
点

検
・
交
換
の
周
知
な
ど
火
災
予
防

対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
救
急
の
状
況
は
２
２
２
３
件
の

出
動
が
あ
り
、
２
０
９
７
人
を
救

急
搬
送
し
、
過
去
最
多
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
よ
り
出
動
件
数
は

１
２
１
件
、
搬
送
人
員
は
１
５
３

人
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
65
才
以
上
の
高
齢
者
搬
送
率
は

74
・
８
％
と
高
く
、
な
か
で
も
家

庭
内
で
の
転
倒
事
故
が
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。
転
倒
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
予
防
救
急
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

  

第
２
宮
下
産
業
団
地

  

造
成
工
事

　
第
２
宮
下
産
業
団
地
は
、
令
和

４
年
７
月
か
ら
造
成
に
着
手
し
、

現
在
実
施
し
て
い
る
第
４
期
工
事

は
年
度
内
に
完
了
予
定
で
、
主
要

な
工
事
は
終
了
し
ま
す
。

　
来
年
度
は
、
売
却
に
向
け
た
仕

上
工
事
を
実
施
し
た
の
ち
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
完

了
検
査
を
受
け
、
売
却
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

  

令
和
５
年
中
の

  

火
災
・
救
急
概
況

　
市
で
は
、
岡
山
県
と
連
携
し
て

「
少
子
化
対
策
に
挑
戦
す
る
市
町

村
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
事
業
」
を
進
め

て
お
り
、
子
育
て
を
し
て
い
る
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
集
め
る

な
ど
し
て
現
状
と
課
題
を
整
理
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
経
済
的
支
援

だ
け
で
な
く
在
宅
で
の
育
児
に
対

す
る
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
育
児
の
負
担
感
や
不
安

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

現
行
の
す
く
す
く
チ
ャ
イ
ル
ド
チ

ケ
ッ
ト
を
拡
充
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
費
は
、
令
和
６
年
度

か
ら
公
会
計
に
移
行
し
ま
す
。
公

会
計
化
に
よ
り
、
学
校
で
の
給
食

費
の
確
認
や
集
計
に
関
わ
る
教
職

員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
子
ど
も

に
向
き
合
う
時
間
や
授
業
改
善
の

時
間
が
確
保
さ
れ
、
学
校
教
育
の

質
の
向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
納
付
方
法
に
お
い
て
も
保
護

地
震
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
の

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
防
災

や
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
も
で

き
る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
を
教
職
員
が
一
緒
に

な
っ
て
考
え
、
行
動
を
起
こ
し
て

い
こ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、学
校
行
事
に
つ
い
て
は
、

生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、
卒
業

式
や
入
学
式
に
つ
い
て
も
、
時
間

短
縮
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
つ

つ
、
卒
業
生
、
新
入
生
、
在
校
生
、

保
護
者
、
教
職
員
、
来
賓
者
の
参

加
で
行
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
意
義
を
も
つ
学
習
・

体
験
の
機
会
と
し
て
無
事
に
開
催

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
市
内
小
・
中
学

校
の
給
食
費
に
お
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
２

学
期
・
３
学
期
の
無
償
化
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度
に
お

い
て
も
、
４
月
か
ら
９
月
分
ま
で

の
間
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
に

よ
る
無
償
化
を
行
い
ま
す
。

　
10
月
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
な
ど
を
活
用
し
た
半
額
免

除
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園

の
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

給
食
費
単
価
の
据
え
置
き
を
継
続

し
ま
す
。

  

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進




